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I • II区調査前の状況（長屋川2号橋から調査地を望む）（西南西から）

' '! ,,,,,.,=-+----J=;ill.~~ 
芯 で`一 即訟堂 ＿――----------

----------

--,, 

惰分河寺中門
., • 

/ 

平成18年度に調査し
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2 I • II区の発掘調査位置（西南西から）
粉河寺本堂・中門と長屋川、そして今回の発掘調査を行った位置関係



20上部石積裏込め

(20上部塀基礎裏込め崩れ）

時代は、南側の還構4土坑より古くなりそ

うです。写真図版4で少し触れていますが、

検討の結果、第II面から第 I面に移り変

わる中で構築から廃絶を迎えることが分か

りました。
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1 I区第 I面遺構全景（西南西から）

第 I面では、整地上の層序関係と出上遺物から、江戸時代後期からそれ以後の生活の跡を検出したと考えられます。
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I区第 I面遺構全景（東北東から）



20上部石積裏込め

(20上部塀基礎裏込め崩れ）

20上部塀基礎は、約150年前には既に崩

れていたことが判明しました。

この崩れた石積みの下位の状態が写真

図版5で報告する61下部塀基礎です。

ヤ

1 I区第I1面遺構全景（西南西から）
検討の結果、崩れた状態の石積みは、本来は第II而遺構を検出する時には取り除く必要のあったことが判明しました。第
II面遺構は、整地上の層序関係と出上遺物から、 200年ほど前の江戸時代後期と考えられます。
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2 I区第II面遺構全景（東北東から）
調査地の中央から東側にかけては、写真図版5で報告する下位に位置する61下部塀基礎の一部がのぞかせています。調
査範囲の東側半分は、昭和40年代まで存在した士塀基礎の構築時に20上部塀基礎の一部が壊されていたようです。
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1 I区第III面遺構全景（西南西から）
61下部塀基礎は東西に続き、途中で寺院の敷地を分ける南北の62塀基礎も確認できました。江戸時代中頃（約250年前）
には、今の円解院と至誠院（当時の寺院の名前は、宝泉寺か）の区画が少しずれていたことが明らかになりました。

61下部塀基

狭くて掘る

この地点か

基底石まで

2 I区第III面61下部塀基礎を斜め横から見た状態（西から）
第III面遺構の61下部塀基礎が造られた当時は、川側の石積みの天端も南側の石列と同じ高さまであったようですが、ずい
ぶん抜け落ちてしまったようです。一番下の基底石は、現在の長屋川の川底と同じ深さにあります。
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ー I区第III面遺構全景（西南西から）粉河寺中門との位置関係

2
 
I区第III面遺構全景（東北東から）
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1 I区第III面61下部塀基礎を斜め横から見た状態（北東から）
写真図版5-2の61下部塀基礎を斜め横逆方向から見た状態です。下の写真の第III面 61下部塀基礎の積み石Aと積み石
Bを目印にして比較して見てください。この61下部塀基礎の石積みの中に第Wb而81護岸石積が埋もれていたのです。
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2 I区第III面61下部塀基礎と第Nb面81護庁石積との関係（北東から）

第III面61下部塀基礎の積み石を取り除いて下位にある第Wb面遺構の調査をしました。写真図版8で報告する第Wb面81
護岸石積の東側は、 61下部塀基礎を造る時にかなり壊されていたようですが、西側の81護岸石積はよく残っています。
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1 I区第Wb面遺構全景（西南西から）
第III面61下部塀基礎の石積みの下に埋もれていた室町時代の第Wb面81護岸石積の全容が明確になりました。現在の地
表面から約2m下になり、写真図版5・6で報告した江戸時代の61下部塀基礎の深さと比べるとずいぶん深くなりました。
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1 I区調査区西壁断面土層（北東から）
写真図版7・8では、第Wb面の81護岸石積を報告しました。もう、下には人工的な施設がないと考えていたのですが、さらに
下位の91護岸石積（第v而）を検出しました。事前に部分的に深く掘り下げて石積みの有無を確認していたのですが、たま
たま下位の石積みが無い部分に当たっていたようです。（本文中の「図26調査区西壁断而土層図」と対比が可能）
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2 I区第Nb面護岸石積と第V面91護岸石積の関係（東北東から）
第V面91護岸石積は、自然堆積士（第9層系堆積士）の上に積み並べられていることが判明しました。 91護岸石積は、堆積
層序と出士遺物内容から鎌倉時代後期と考えられ、当時は長屋川の流れは今よりlm以上も深いことも分かりました。
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1 I区第v面遺構全景（西南西から）

写真図版9で層序関係を説明した第V面91護岸石積の全容が見えました。あまり直線的に並んでいないのは、自然堆積士
の上に積み並べているのが原因で積みが弱くなっていることが明らかになりました。
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2 I区第Vb面遺構 98門柱検出状況（北北西から）

98柱穴は、第V面のずれた並べ方の91護岸石積を取り除いて周りをよく調べましたが、 2本しか見つかりません。 91護岸石
積との位置・層序関係、柱穴の構造から門柱の可能性を考えました。柱材は、 2本とも底のほうしか残っていません。
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ー I区調査区西壁断面士層（東北東から：図26に対応） 2
 
1区第 Ib面20上部塀某礎崩れと第II1面61下部塀某礎

の層序関係（北東から：図27に

3
 
I区調査区南北断面土層（東北東から：図27に対応） 4 I区調査区H7-t・u8南壁断面土層（北北西から：図6に対応）
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I区調査区東壁断面土層（第III面より上位層：西南西から） 6

 

l一ニー
I区第 Ib面21上坑と調査区南壁断面土層（西北西から）

7
 
I区調査区東壁断面士層（西南西から：図28に対応） 8

 

し‘--.9 ・r, -------1区調査区H7-l・m7南壁断面土層（北北西から：因7に対応）



1 II区調査前の状況（東か
II区（東側地区）は、長屋川を隔てて粉河寺中門から茶屋の真南になります。事前に県教委が行った確認調査の成果を参
考にして、重機で第1層系～第2層系整地上を取り除いていきました。その前に、東端の竹藪の始末が一苦労でした。
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2 II区第 1面遺構全景（西から）
II区の調査は、 1区で日数がかかったため急ピッチで進められました。作業手順・方法は、 1区と同じです。早速、第 1面
の調査では、瓦のぎっしり詰まった102溝状遺構や江戸時代の終わり頃の101塀基礎の壊れた状態が確認できました。
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1 II区第III面遺構全景（西から）

調査の後半は、主にII区第III面の調査に期間を費やしました。長屋川側には111塀基礎・112犬走り、その南側には建物の
あった屋敷地が広がっていることが分かってきました。屋敷地には、掘立柱列・土坑・排水溝（写真の108暗渠排水溝は、上
位の第 lb面の遺構です。本来、第III面に伴う溝は、写真図版 ー5の129排水溝です）などが見つかりました。
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2 II区第III面遺構全景（東から）

111塀基礎・112犬走りの北側では江戸時代の長屋川の流れを検出しました。その頃には大凪の川砂利の堆積があり、その
層から多くの瓦類が出士することが確認できました。大贔の瓦とともに組合式五輪塔の一部（空風輪）も見つかりました。



_L 112犬走りに沿って、この
範囲から大量の瓦が出土

•― 江戸時代の長屋川
II区でも、第I11面は現在

，の長屋川の川底とほぼ同

じ深さです。
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1 II区第III面111塀基礎・112犬走り（東北東から）
111塀基礎は、一番上の天端積み石がないことや塀を支える柱の礎石がないこと、川側に112犬走りが造られていることなど、
I区第III而で検出した61下部塀基礎と少し状態が違うようです。また、 112犬走りの北際からは、犬走りに平行して幅lmほど
の範囲から大量の瓦が出土しています。塀の屋根に葺いていた瓦が崩れ落ちた可能性も考えられます。

2 II区第III面111塀基礎・112犬走り（西北西から）
112犬走りは、調査区西端の石積みが大きく無くなった状態にあります。原因は、現在の長屋川の護岸築成時（部分的に、江
戸時代後期の積みが残っているものと考えられる）に裏込めとして転用されたことによると思われます。



1 II区第III面111塀基礎・112犬走り（西から）
111塀基礎と112犬走りを直線的な配置で見た状態です。 112犬走りの手前（西端）の積み石が無いため、南側の111塀基礎
の積み石にずれが生じています。また、南側の屋敷地側では、数基の土坑が見つかっています。
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2第III面111塀基礎・112犬走りの積み石を斜め横から見た状
態（西北西から）

3 第III面111塀基礎・112犬走りの積み石を斜め横から見
た状態（東北東から）

4 第III面111塀基礎・112犬走りの直線的な配置（東から） 5 第III面112犬走りの積み石の無い部分（東北東から）
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1 II区第III面111塀基礎・112犬走り南北断面士層（西から：図43に対応）

石積の構築は、まず、 111塀基礎は裏込め石を入れながら石を積み置き、次に112犬走りの積み石も同じ手順で積んでいま
す。堆積層序の観察から、 111塀甚礎が造られた後、 112犬走りを造るまで少し期間が空くことも分かりました。
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遁

2第III而111塀基礎・112犬走りの積み石の状態（北から） 3第III而111塀基礎・112犬走りの積み石の状態（北から）

4 第 lb面108暗渠排水溝（北から）
常時、調査中も屋敷地側からの湧水が絶えませんでした。

5 弟ill血129痴水溝＼北が
108暗渠排水溝の真下から同じ位置に見つかりました。
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1 II区第W面131~133石積護岸全景（西北西から）
II区でも、第III而111塀甚礎・112犬走りの下位から、また護岸石積が検出されました（第w面）。 I区で対応する時代の第
Wb而81護岸石積と少し違いが見られます。 I区では一列に石が積まれていましたが、 II区では崩れている部分が多いも
のの三列の石積み(131~133石積護岸）が確認されました。

2 II区第w面131~133護岸石積細部の状態（部分的に崩れた石を除いた状態：北から）
131~133護岸石積の中で崩れていると判断した石を部分的に取り除いた状態です。一列目(131護岸石積）の面の揃ってい
るのが見えます。二列目(132護岸石積）と二列目(133護岸石積）は、崩れたと判断できる石がまだ少し残った状態です。
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1 II区第w面131~133石積護岸全景（東北東から）
写真図版18-1の逆方向からの写真で、手前の131・132護岸石積は状態が良好ですが、 133護岸石積は残っていません。

=--—コーエロ！

2
 
II区東側第W面131・132護岸石積（北から） 3

 
II区西側第W面131・132護岸石積（東北東から）

4
 
II区第W面135排水溝（崩落石除去後：北から） 5

 
II区第1V面135排水溝（石組崩落状態：北から）



1 II区第W面139排水溝東側（崩落石除去後：北西から） 2 II区第w面139排水溝東側（石組崩落状態：北西から）
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3 II区第w面139排水溝西側（崩落石除去後：南東から） 4 II区H7-k6調査区北壁断面上層の状態（南から）

写真は、水の流れ出す部分が二股に分かれた139排水溝です。 135排水溝と同様に石組の多くが崩れてなくなっています。
このことが原因で135・139排水溝は、本来の検出而より下位の第v面でしか見つけることができませんでした。

—— 如99 可·”可． よ 9
5 II区第V面遺構全景（東北東から）

第V面の調査では、屋敷地側の段を確認することができましたが、 141護岸石積は非常に残りの悪い状態です。それでも護
岸の法面の一部に木杭列を確認しています。木杭列は、護岸の崩れを防ぐための工夫の一つと考えられます。
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1 II区第VI面主要遺構全景（西から）
やはり、調査の終わり間際にはいろんなものが出てくるというジンクス通りでした。この写真は、写真図版20-5で報告した第
v而のさらに下（第VI面）から見つかった構築物です。既に調査を始めた地表而から約3~4.5mも下に埋もれていた橋
脚・水制としてのハネ構造をもつ木杭列などを検出しました。

2 II区第V1面根固め石を伴う151・153橋脚（北から）
橋脚は、柱材の基部を根固め石で固定する方法を採用し、非常に頑丈に造られています。また、柱材の基部には手斧の加
工痕が明瞭に残っています。第V1面の遺構は、堆積層序と出士遺物から鎌倉時代前期に造られたものと思われます。



ー II区西側調査区南壁断面士層（東北東から） 2
 
II区西側調査区南壁断面士層（西北西から）
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II区調査区H7-f6南北断面士層（西から：図43に対応） II 区調査区H7-f•g7南壁断面士層（北から：図8に対応）
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5
 
II区調査区H7-e5・6南北断而上層（西から：図44に対応） 6

 
11区調査区H7-e5・6南北断面上層細部（西から：図44に対応）



ー II区西側調査区南壁断面士層（東北東から） 2
 
II区西側調査区南壁断面士層（西北西から）
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II区調査区H7-f6南北断面士層（西から：図43に対応） II 区調査区H7-f•g7南壁断面士層（北から：図8に対応）
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5
 
II区調査区H7-e5・6南北断而上層（西から：図44に対応） 6

 
11区調査区H7-e5・6南北断面上層細部（西から：図44に対応）



I • II区各種出土遺物 写真図版24

一
己 ［ 



I区出土遺物 1 写真図版25
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第 Ib面遺構
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